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今
年
度
の
第
１
回
理
事
会
が
５
月
８

日
、
定
時
評
議
員
会
が
５
月
21
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

定
時
評
議
員
会
で
は
、
役
員
の
任
期
満

了
や
辞
任
に
伴
い
、
新
た
に
監
事
３
名
、

理
事
６
名
、
評
議
員
11
名
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
決
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
理
事
会

【
承
認
事
項
】

　

①
令
和
６
年
度
事
業
の
概
要
報
告

　

②
令
和
６
年
度
会
計
決
算
承
認

　

③
監
査
報
告

　

④
役
員
等
の
候
補
者
の
推
薦

  

⑤
事
務
局
の
執
行
体
制
、
業
務
の
見
直

し
に
つ
い
て

　

⑥
職
員
給
与
の
改
定
に
つ
い
て

　

⑦
第
62
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
に
つ

い
て

◆
評
議
員
会

【
議
事
】　

　

①
令
和
６
年
度
事
業
の
概
要
報
告

　

②
認
定
第
１
号 

令
和
６
年
度
会
計
決

算
承
認

　

③
監
査
報
告

　

④
役
員
等
の
選
任

【
協
議
事
項
】

　

①
令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

　

②
事
務
局
の
執
行
体
制
、
業
務
の
見
直

し
に
つ
い
て

　

③
秋
田
県
消
防
大
会
に
つ
い
て

　

④
第
62
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
に
つ

い
て

一般財団法人秋田県消防協会　理事・監事・評議員

役　職
〔理　事〕

所属・階級等
美郷町消防団　団長
鹿角市消防団　団長
横手市消防団　団長
由利本荘市消防団　団長

能代市消防団　団長
秋田市消防団　団長
大館市消防団　団長
八郎潟町消防団　団長
湯沢市消防団　団長
秋田市消防本部　消防長

秋田県消防協会　事務局長

氏　　名
髙　橋　正　尚
内　田　清　隆
樋　渡　　　徹
阿　部　一　彦
佐々木　直　人
渡　邊　正　人
倉　田　芳　浩
武　田　博　康
松　田　一　成
近　野　　　仁
堀　井　正　人
小笠原　伸　一
泉　　　政　樹
佐　藤　　　功

大曲仙北広域市町村圏組合
消防本部　消防長
能代山本広域市町村圏組合
消防本部　消防長

秋田県総務部総合防災課
消防保安室　室長

会　　長
副 会 長
〃
〃

理　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

業務執行理事

役　職
〔監　事〕

所属・階級等
北秋田市消防団　団長
五城目町消防団　団長
羽後町消防団　団長

氏　　名
長　岐　邦　雄
千葉　與右エ門
池　田　茂　英

監　　事
〃
〃

役　職
〔評議員〕

関係する消防機関氏　　名

（令和７年５月21日現在）

評議員長
評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

石　井　義　則
澤　口　紀　夫
板　橋　和　男
木　村　正　樹
加賀谷　和　敏
伊　藤　孝　年
笹　村　清　幸
齊　藤　英　一
古　戸　信　雄
三　浦　公　徳
三　浦　　　修
斉　藤　直　樹
三　浦　浩　一
黒　崎　　　博
佐　藤　幸　毅
阿　部　昭　彦
田　村　健　郎
下　田　忠　浩
泉　　　昌　宏
小　松　雅　樹
高　田　俊　之
鈴　木　　　修
髙　橋　克　己

三種町消防団
小坂町消防団
鹿角市消防団
鹿角広域行政組合消防本部
上小阿仁村消防団
藤里町消防団
八峰町消防団
男鹿市消防団
潟上市消防団
井川町消防団
大潟村消防団
湖東地区消防本部
秋田市消防団
秋田市消防団
にかほ市消防団
由利本荘市消防団
大仙市消防団
仙北市消防団
横手市消防団
横手市消防団
横手市消防本部
東成瀬村消防団
湯沢市消防団



































令
和
７
年
度

　

第
１
回
理
事
会･
定
時
評
議
員
会

　

開
催
さ
れ
る



令和６年度決算〔正味財産増減計算書〕
（2024年４月１日～2025年３月31日）

科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　減
経常収益計 30,650,844 33,546,144 △ 2,895,300

主　

な　

内　

訳

消防互助会掛金 4,618,200 4,762,800 △ 144,600
事業収入 132,000 132,000 0
補助金・交付金 7,851,467 7,685,382 166,085
委託金 3,741,600 4,880,590 △ 1,138,990
市町村負担金 5,248,015 5,248,015 0
会　費 6,397,200 6,573,600 △ 176,400
その他経常収益 2,662,362 4,263,757 △ 1,601,395

経常費用計 29,919,847 32,865,512 △ 2,945,665

主　

な　

内　

訳

消防思想普及啓発事業費 899,500 899,400 100
教養研修事業費 996,950 1,064,730 △ 67,780
秋田県消防大会費 832,627 443,292 389,335
消防操法大会費 2,577,457 2,663,767 △ 86,310
消防団加入促進事業費 629,952 1,886,893 △ 1,256,941
福祉増進事業費 1,210,560 1,369,830 △ 159,270
消防互助会見舞金 1,400,000 2,640,000 △ 1,240,000
その他の事業費 4,805,388 6,280,758 △ 1,475,370
管理費 16,567,413 15,616,842 950,571

当期経常増減額 730,997 680,632 50,365
当期一般正味財産増減額 730,997 680,632 50,365
一般正味財産期首残高 117,639,461 116,958,829 680,632
一般正味財産期末残高 118,370,458 117,639,461 730,997

（単位：円）

　№825 消　防　秋　田 令和７年６月15日（隔月（偶数月）15日発行）（２)

　

令
和
７
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
及
び
第
44

回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
４

月
29
日
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
の
消
防
関
係
で
は
、
褒
章
１
名
、

叙
勲
21
名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
８
名

の
方
々
が
受
章
さ
れ
、
５
月
８
日
に
秋
田

県
庁
正
庁
に
お
い
て
、
知
事
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

令
和
７
年
春
の
叙
勲
・
褒
章

第
44
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

   □
藍
綬
褒
章
（
１
名
）

　

八
郎
潟
町
消
防
団

      　

分　

団　

長　

金　
　
　

昭　

彦

□
瑞
宝
単
光
章
（
21
名
）

　

元
五
城
目
町
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

小　

玉　

多
智
美

　

元
大
雄
村
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

奥　

山　

武　

雄

　

元
羽
後
町
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

藤　

原　

宣　

一

　

元
横
手
市
横
手
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐　

藤　

養　

三

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

大　

友　

金
己
知

　

元
潟
上
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

吉　

田　
　
　
　

　

元
男
鹿
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

千　

田　

信　

男

  

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

佐
々
木　

忠　

雄

  

元
横
手
市
平
鹿
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

佐　

藤　
　
　

均

　

元
北
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

藤　

島　

勝　

政

令
和
７
年  

春　

の　

褒　

章

令
和
７
年  

春　

の　

叙　

勲



(３）　 消　防　秋　田 令和７年６月15日（隔月（偶数月）15日発行）　№825

上
小
阿
仁
村
消
防
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が 
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と
し

　

加
賀
谷　
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敏
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上
市
消
防
団

 

ふ
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と 

の
ぶ 
 

お

　

古　

戸　

信　

雄

に
か
ほ
市
消
防
団

 

さ 
 
と
う 

こ
う 
 

き

　

佐　

藤　

幸　

毅

湯
沢
市
消
防
団

 

こ
ん 
 

の 

 

 
ひ
と
し

　

近　

野　
　
　

仁

新
消
防
団
長
紹
介

【
令
和
７
年
４
月
１
日
就
任
】

大
曲
仙
北
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部

 

お 

が
さ 

わ
ら 

し
ん 

 

い
ち

　

小
笠
原　

伸　

一

由
利
本
荘
市
消
防
本
部

 

さ 
 

と
う 

か
つ 

 

の
り

　

佐　

藤　

勝　

則

鹿
角
広
域
行
政

組
合
消
防
本
部

 

き 
 

む
ら 

ま
さ 

 

き

　

木　

村　

正　

樹

新

消

防

長

紹

介

【
令
和
７
年
４
月
１
日
就
任
】

秋
田
市
消
防
本
部

 

ほ
り 

 

い 
ま
さ 

 

と

　

堀　

井　

正　

人

男
鹿
地
区
消
防
本
部

 

す
ぎ 

 

も
と 

ま
さ 

 

と

　

杉　

本　

正　

人

　

秋
田
県
消
防
学
校
の
初
任
教
育
第
79
期

入
校
式
が
４
月
11
日
（
金
）
県
内
13
消
防

本
部
か
ら
56
名
の
入
校
生
並
び
に
来
賓
、

家
族
な
ど
約
１
８
０
名
が
出
席
し
同
校
屋

内
訓
練
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
校
式
で
は
、
木
内
英
明
校
長
の
式
辞

に
続
き
、
神
部
秀
行
秋
田
県
副
知
事
あ
い

さ
つ
、堀
井
正
人
秋
田
県
消
防
長
会
長
、髙

橋
正
尚
秋
田
県
消
防
協
会
長
が
祝
辞
を
述

べ
、
入
校
生
を
代
表
し
秋
田
市
消
防
本
部

南
健
太
消
防
士
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
任
教
育
は
、
９
月
18
日
ま
で
行
わ

れ
、
警
防
隊
員
と
し
て
活
動
で
き
る
能
力

を
養
成
し
ま
す
。

第
79
期 

初
任
教
育
始
ま
る

秋
田
県
消
防
学
校

56
名
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す


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












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









































































































　

元
三
種
町
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

小　

林　

憲　

夫

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

渡　

部　

良
太
郎

　

元
大
館
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

日　

景　
　
　

賢

　

元
美
郷
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

奥　

山　

幸　

誠

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

山　

縣　

頼　

和

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

斎　

藤　

嘉　

憲

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

湯　

田　

欽　

一

　

元
能
代
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

山　

田　

昌　

行

　

元
北
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

石　

川　

嘉　

孝

　

元
男
鹿
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

加　

藤　

祥　

一

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

大　

髙　

敏　

夫

□
瑞
宝
双
光
章
（
４
名
）

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

野　

口　
　
　

元

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

齊　

藤　

郁　

雄

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

髙　

橋　

幹　

夫

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

大
荒
田　

秋　

彦

□
瑞
宝
単
光
章
（
４
名
）

　

元
湖
東
地
区
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令　

小　

林　

純　

一

　

元
湖
東
地
区
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令　

佐　

藤　

国　

夫

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

高　

橋　

俊　

美

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

佐　

藤　

公　

晴

第
44
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲



　№825　 消　防　秋　田 令和７年６月15日（隔月（偶数月）15日発行）（４)

秋田県消防学校職員名簿

初任教育第79期入校生名簿

総務チーム
チームリーダー　　齋　藤　志　保
副 主 幹　　今　野　武　仁
主　　事　　菊　地　彩　香
技能主任　　川　上　和　義
職　　員　　豊　田　　　慈
舎　　監  　 吉　成　　　勉
舎　　監　　鎌　田　千　尋
舎　　監　　川　辺　伸　治
防災学習館説明員
　　　　　　鈴　木　　　忠
　　　　　　佐　藤　康　弘
　　　　　　佐　藤　浩　之

教務チーム
チームリーダー　　池　田　敏　英
シニアエキスパート　大　野　光　徳
副 主 幹　　簾　内　雅　弘
副 主 幹　　草　薙　　　聡
副 主 幹　　佐々木　善　彦
副 主 幹　　小　野　栄　士
非常勤講師　　伊　藤　弥真彦

校　　　　長　　木　内　英　明
副　 校 　長　　櫻　庭　金　裕

秋田市消防本部
　　佐　藤　亮　斗　　　小　松　雅　弥
　　田　口　凌之介　　　南　　　健　太
　　新　堀　文　斗　　　小野垣　蒼　太
　　柴　田　治　佳　　　小　松　秀　斗
　　佐々木　祥　人　　　吉　光　梨　乃
　　田　近　　　悠　　　須　藤　大　徳
　　江　畠　獅　宝　　　小　林　大　空
大館市消防本部
　　伊　藤　祐　人　　　髙　橋　美　優
北秋田市消防本部
　　河　田　優　斗　　　佐々木　駿　介
　　鈴　木　遥　斗　　　石　垣　優　翔
由利本荘市消防本部
　　廣　谷　愛　斗　　　神　坂　　　晴
　　佐　藤　旺　太　　　
にかほ市消防本部
　　菊　地　統　伍　　　佐　藤　秀　人
横手市消防本部
　　田名部　宥　斗　　　福　田　一　知
　　秋　川　帆　渡　　　佐々木　瑠　伊
　　大　場　樹　吹　　　小松田　一　斗
　　加　藤　望　花

五城目町消防本部
　　小　原　彩　依　　　菅　原　希　鈴
鹿角広域行政組合消防本部
　　栗　山　　　涼　　　田　中　太　陽
能代山本広域市町村圏組合消防本部
　　大　高　有　生　　　藤　原　真　也
湖東地区消防本部
　　児　玉　大　成
男鹿地区消防一部事務組合消防本部
　　小　玉　大　智　　　小　林　由　依
大曲仙北広域市町村圏組合消防本部
　　青　谷　悠　斗　　　小　松　結　子
　　安　田　透　矢　　　髙　橋　　　丞
　　髙　橋　海　斗　　　天　川　大　和
　　奥　山　　　隼　　　山　内　こころ
　　伊　藤　麗　央　　　小　松　歩　夢
　　進　藤　耀　紀　　　
湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部
　　沼　倉　颯　大　　　餅　田　一　馬
　　小　松　学　未　　　佐　藤　那　樹
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消
防
学
校
に
入
学
し
て
早
く
も
１
ヶ
月

が
経
っ
た
。
こ
の
１
ヶ
月
を
過
ご
し
て
感

じ
た
こ
と
は
、
瞬
く
間
に
４
月
が
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
入
校
前
は
学
校
で

過
ご
す
半
年
間
は
長
く
苦
し
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
す
ら
感
じ
る
間
も

な
い
ほ
ど
時
間
の
流
れ
は
速
か
っ
た
。

　

こ
の
１
ヶ
月
間
の
自
分
の
行
動
を
思
い

返
し
て
、
良
か
っ
た
点
は
、
主
体
的
に
学

ぶ
姿
勢
と
総
代
と
し
て
学
校
生
活
が
円
滑

に
進
む
よ
う
に
務
め
た
こ
と
で
あ
る
。
他

の
学
生
よ
り
年
齢
が
上
で
あ
る
こ
と
に
劣

等
感
を
感
じ
て
い
た
の
だ
が
、
謙
虚
さ
を

持
っ
て
、
学
校
生
活
を
過
ご
し
て
き
た
こ

と
が
良
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
、
改
善
す
べ
き
点
は
、
基
礎
体
力

の
無
さ
で
あ
る
。
周
り
に
は
高
校
生
上
が

り
の
人
が
多
く
、
ど
う
し
て
も
体
力
的
に

劣
っ
て
し
ま
い
、
秋
田
市
消
防
本
部
に
採

用
さ
れ
た
身
と
し
て
も
不
甲
斐
な
さ
を
感

じ
て
い
る
。
こ
れ
を
始
め
の
改
善
点
と
し

て
、
自
主
的
な
体
力
錬
成
に
よ
っ
て
基
礎

体
力
と
筋
力
を
向
上
さ
せ
、
知
識
技
術
の

習
得
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
活
か
せ
る
体

力
を
身
に
つ
け
、
こ
の
先
を
充
実
し
た
学

校
生
活
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
１
ヶ
月
は
入
校
式
か
ら
始
ま
っ

た
。多
く
の
来
賓
、家
族
に
見
守
ら
れ
緊
張

感
の
中
、
消
防
人
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
こ
と
を
改
め
て
て
自
覚
し
た
。

　

授
業
は
訓
練
礼
式
か
ら
始
ま
っ
た
。続

く
座
学
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
科
目
で
消
防

法
を
始
め
と
す
る
関
係
法
令
が
根
拠
と
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
直
接
的
に
法
律
に
触
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
独
特
な
言
い
回

し
や
表
現
に
苦
戦
し
て
い
る
が
、
日
常
の

業
務
を
行
う
上
で
必
要
な
知
識
で
あ
り
、

し
っ
か
り
身
に
付
け
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
県
内
の
様
々
な
機
関
か
ら
お
忙

し
い
な
か
、
講
師
の
方
々
が
来
て
熱
心
に

講
義
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。そ
し
て

授
業
終
わ
り
に
は
激
励
の
言
葉
を
か
け
て

い
た
だ
き
、
改
め
て
周
り
に
期
待
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
だ
。

　

寮
で
の
仲
間
と
の
生
活
に
関
し
て
は
、

自
分
な
り
に
順
応
で
き
て
い
る
。日
々
の

生
活
で
辛
い
こ
と
や
、
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
相
談
し
、
ま
た
相

談
を
受
け
た
と
き
は
共
有
し
解
決
を
探
る

な
ど
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て

い
る
仲
間
と
と
も
に
、
成
長
で
き
る
い
い

時
間
を
過
ご
せ
て
い
る
。

　

残
り
５
ヶ
月
、
仲
間
と
と
も
に
学
校
生

活
を
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

　

入
校
か
ら
１
ヶ
月
が
経
ち
、
あ
っ
と
い

う
間
だ
っ
た
な
と
感
じ
て
い
る
。日
々
の

訓
練
や
授
業
で
は
覚
え
る
こ
と
も
多
く
、

大
変
で
は
あ
る
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
時
な
ど
、
楽
し
い

と
感
じ
る
瞬
間
が
多
く
、
充
実
し
た
学
校

生
活
が
出
来
て
い
る
と
思
う
。

　

訓
練
は
人
数
や
資
器
材
の
関
係
で
見
て

い
る
時
間
も
多
い
が
、
た
だ
自
分
の
番
を

待
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
だ
っ
た

ら
ど
う
動
く
か
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
資
器

材
を
扱
う
に
は
ど
う
す
べ
き
か
等
を
考

え
、
見
取
り
と
し
て
学
ぶ
時
間
に
す
る
こ

と
が
出
来
て
い
る
。見
て
学
ぶ
時
間
は
、頭

の
中
を
整
理
す
る
時
間
に
も
な
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

　

副
総
代
と
し
て
は
、一
つ
一
つ
の
行
動
、

訓
練
中
の
号
令
の
声
出
し
な
ど
、
常
に
皆

の
手
本
と
な
る
よ
う
な
態
度
や
姿
勢
で
授

業
や
訓
練
に
臨
む
こ
と
を
意
識
し
て
い

る
。自
分
の
こ
と
で
精
一
杯
に
な
ら
ず
、余

裕
を
も
っ
て
周
り
に
気
を
配
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
。

　

早
く
も
一
ヶ
月
が
過
ぎ
、
一
瞬
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
。５
月
も
毎
日
新
し
い
学

び
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
何
事
も
頑
張
り
た

い
。

　

消
防
学
校
に
入
校
し
て
早
く
も
１
ヶ
月

が
経
過
し
た
。初
任
教
育
は
消
防
全
般
の

基
礎
知
識
を
半
年
間
で
学
ぶ
た
め
、
覚
え

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
一
日
一
日
が
と

て
も
速
く
感
じ
る
。

　

１
ヶ
月
目
は
、
訓
練
礼
式
や
ロ
ー
プ
結

索
な
ど
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

こ
と
だ
ら
け
だ
っ
た
。一
度
で
き
て
も
時

間
が
経
つ
と
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

が
、
基
本
的
な
こ
と
は
こ
こ
で
身
に
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
練
習
を
繰
り

返
し
行
っ
て
い
き
た
い
。一
回
目
の
体
力

測
定
で
は
、
自
分
の
今
現
在
の
体
力
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
。体
力
錬
成
で
課
題
を

克
服
し
、二
回
目
、三
回
目
と
全
て
の
科
目

で
向
上
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

　

79
期
の
仲
間
と
は
、
今
後
半
年
間
生
活

を
共
に
す
る
こ
と
に
な
る
。一
日
も
早
く

親
睦
を
深
め
る
た
め
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
。こ
れ
か

ら
日
数
の
経
過
と
と
も
に
、
慣
れ
か
ら
気

持
ち
が
緩
む
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。気
の

緩
み
は
ケ
ガ
や
事
故
を
招
く
の
で
、
ま
ず

は
自
分
が
気
を
つ
け
て
、
周
り
に
そ
う
し

た
人
が
い
た
ら
し
っ
か
り
注
意
し
た
い
。

そ
し
て
全
員
で
お
互
い
を
高
め
合
い
成
長

し
て
い
き
た
い
。こ
れ
か
ら
本
格
的
な
訓

練
が
始
ま
る
の
で
、体
調
管
理
を
徹
底
し
、

毎
日
万
全
な
状
態
で
訓
練
に
臨
み
た
い
。
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入
校
し
て
１
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て
、
寮

生
活
や
集
団
生
活
に
慣
れ
て
き
た
と
感
じ

る
。
最
初
は
、
初
め
て
の
寮
生
活
に
緊
張

し
、
毎
日
不
安
だ
ら
け
で
過
ご
し
て
い

た
。
し
か
し
、
一
日
一
日
を
過
ご
し
て
い

く
中
で
同
期
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
積
極
的
に
と
り
、
会
話
を
し
た
こ
と
で

少
し
ず
つ
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

１
ヶ
月
を
過
ご
し
た
こ
と
で
次
の
目
標

や
課
題
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
初

任
教
育
79
期
の
会
計
と
し
て
の
役
割
も
し

っ
か
り
と
こ
な
し
つ
つ
、
女
子
の
一
番
年

上
と
し
て
の
責
任
も
あ
る
の
で
自
覚
を
持

っ
て
生
活
し
て
い
き
た
い
。
目
標
は
、
優

秀
賞
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

だ
。
教
科
数
が
多
く
、
専
門
的
知
識
・
技

術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い

と
思
う
。
し
か
し
、
自
分
が
今
後
目
指
す

先
に
は
、
豊
富
な
知
識
と
技
術
を
兼
ね
備

え
た
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
な
消
防
職
員
像

が
あ
る
の
で
、
日
々
の
座
学
や
実
技
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
体
力
面
の

課
題
も
多
い
の
で
、
一
つ
一
つ
無
く
し
て

い
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
夏
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
厳
し

い
訓
練
が
多
く
な
る
と
思
う
が
、
男
性
に

負
け
な
い
よ
う
に
自
己
研
鑽
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
修
了
式
の
９
月
18
日
に
、
最
高

の
消
防
学
校
生
活
だ
っ
た
と
思
え
る
よ
う

後
悔
の
無
い
生
活
を
送
り
た
い
。

　

一
ヶ
月
の
消
防
学
校
生
活
を
振
り
返
っ

て
、
少
し
ず
つ
消
防
士
と
し
て
の
責
任
と

自
覚
を
持
て
て
き
た
と
思
う
。
特
に
、
訓

練
礼
式
を
通
し
て
自
分
だ
け
で
な
く
、
周

り
を
見
て
行
動
す
る
力
が
つ
い
て
き
た
と

思
う
。

　

初
め
の
頃
は
、
正
面
を
向
い
た
と
き
に

右
へ
な
ら
え
を
忘
れ
た
り
、
自
分
の
番
号

を
忘
れ
た
り
し
て
い
た
が
、
最
近
は
な
く

な
っ
て
き
た
。
周
り
の
動
き
と
合
わ
せ
る

と
い
う
意
識
が
つ
い
て
き
た
か
ら
だ
。
指

揮
者
は
一
度
経
験
し
た
が
、
全
員
の
前
に

立
ち
大
き
な
声
で
指
揮
す
る
の
は
緊
張
も

あ
り
、
と
て
も
難
し
か
っ
た
。

　

訓
練
や
授
業
だ
け
で
な
く
寮
生
活
の
中

で
も
、
周
り
の
人
た
ち
を
思
い
や
る
行
動

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。
慣
れ

な
い
生
活
が
始
ま
り
自
分
の
こ
と
だ
け
で

精
一
杯
だ
っ
た
が
、
周
り
の
人
達
を
思
い

や
っ
た
行
動
を
と
る
こ
と
で
、
生
活
が
充

実
し
て
き
た
と
思
う
。

　

消
防
士
は
要
救
援
者
の
命
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
同
じ
隊
の
人
や
自
分
の
命
も
落

と
し
て
は
い
け
な
い
の
で
、
相
手
に
伝
わ

る
声
量
や
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

残
り
５
ヶ
月
の
学
校
生
活
で
、
基
本
的

な
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
た
消
防
士
に

な
り
た
い
。
多
く
の
人
の
命
を
救
い
、
地

元
で
あ
る
由
利
本
荘
市
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
。

　

初
任
教
育
に
入
校
し
て
、
あ
っ
と
い
う

間
に
１
ヶ
月
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

　

自
分
が
最
初
に
決
め
た
座
学
と
訓
練
を

両
立
し
、
消
防
士
と
し
て
の
基
礎
的
な
知

識
や
技
術
、
体
力
や
精
神
力
を
身
に
つ
け

る
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

座
学
で
は
、
授
業
中
に
出
て
く
る
ポ
イ

ン
ト
を
聞
き
逃
さ
な
い
よ
う
に
集
中
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

訓
練
で
は
、
結
索
や
三
連
梯
子
を
行
っ

た
。
何
度
も
練
習
し
、
体
に
染
み
つ
く
よ

う
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
一
時
間
一
時
間
の
授
業

を
大
切
に
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　

４
月
28
日
に
実
務
研
修
で
所
属
に
戻
り

日
中
勤
務
を
し
た
。
た
く
さ
ん
訓
練
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
自
分
の
課
題
が
出
て
き

た
。
体
力
や
筋
力
が
全
然
足
り
な
い
と
い

う
課
題
が
あ
る
の
で
、
こ
の
初
任
教
育
の

期
間
で
し
っ
か
り
体
力
錬
成
を
行
い
、
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
た
。

　

ま
た
、
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
で
は
、
三
連

梯
子
の
操
作
に
課
題
が
残
っ
た
の
で
、
素

早
く
正
確
に
設
定
で
き
る
よ
う
に
訓
練
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 藤

原　

真
也

 (

能
代
山
本
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)

小
松　

結
子

 (

大
曲
仙
北
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)
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令
和
７
年
５
月
５
日（
月
）、
秋
田
市
の

八
橋
運
動
公
園
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
日

恒
例
の
「
消
防
と
子
ど
も
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
風
が
あ
り
、
少
し

肌
寒
い
天
気
で
し
た
が
、
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

初
期
消
火
や
応
急
手
当
、
１
１
９
通
報

体
験
の
ほ
か
、
ミ
ニ
制
服
や
ミ
ニ
防
火
衣

の
着
せ
替
え
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
に
火
災
予
防
や
消
防
活
動
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
体
感
型
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
は
し
ご
付
き
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
、
救
助
工
作
車
、
救
急
車
の
ほ

か
、
山
岳
救
助
車
や
津
波
・
大
規
模
風
水

害
対
策
車
な
ど
の
常
備
消
防
車
輌
に
加
え

て
、
消
防
団
に
配
置
さ
れ
て
い
る
最
新
の

救
助
資
機
材
搭
載
型
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

　

親
子
で
団
員
用
の
防
火
衣
を
着
装
し
て

記
念
撮
影
す
る
な
ど
、
最
新
の
消
防
団
車

輌
や
資
機
材
に
触
れ
、
消
防
団
員
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
で
、
入
団
促
進
は
も
と
よ

り
消
防
団
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を
広
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

秋
田
市
支
部
で
は
、
今
後
も
常
備
消
防

と
連
携
し
、
市
民
と
消
防
団
が
直
接
触
れ

合
う
積
極
的
な
広
報
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

消
防
と
子
ど
も
の
集
い
を
開
催

（
情
報
提
供
＝
秋
田
市
支
部
）

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

6
-30
3

-63
-84
-  1
-12

-  7
2

-  1
-  3
-  9
0

-  4

175
35
31
107
348
29
73

82
34
12
75
203
11
42

16
1
6
6
29
2
9

88
4
15
12
119
10
30

9
3
5
3
20
2
5

令和７年 令和６年 同期比較
５月 累計 累計５月 年計 ５月 累計


